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Y分の占地質図E 恩 根 内(旭)卜第 27 号〉

北海道立地下資源調査所

技術吏員小山内 照

同 庄谷幸夫

はしがき

との|オ幅説明書は，昭和 37 年， 38 年の 2 年間の野外調査結果を整理し，取まとめ

たものであるロ

野外調査にあたっては，凶幅の東部地域を!主谷が，西部地域を小山内が，それぞれ

担当したのまた，取まとめに際して，北海道立地下資源調査所土居繁雄・鈴木守・石

山昭三・松井公平・松下勝秀の諸氏，および北海道大学理学部岡部賢二氏の調査資料

を参照させていただいた。また，北海道大学理学部助教授藤江力氏および北海道立地

ド資源調査所三谷勝利氏の両氏には，現地で産出化石の鑑定をお願し、した。

報告に先だち，野外調査に際して，援助と協力をたまわり，さl らに調査結果を提供

された土居繁雄氏・鈴木守氏. 111[1昭三氏・松井公平氏・松下勝秀および岡部賢二氏

に，深く謝意、を表するのまた，現地で協力をたまわった藤江力氏，三谷勝利氏に厚く

御礼申し上げる。さらに，現地の美深町役場当局および美深林務所の品位には，調査

に際していろいろな便宜をたまわった。明記して深謝するの

I 位置および、交通

恩根内iヨ幅は，北緯 440 30'___44
0
40

1
，東淫 142

0
15'---1420 30' の範囲を占め，旭川の北

方約 80km に位置しているの

行政的には，上川支庁および宗谷支庁にまたがり，大部分が美深町管内にふくめら

れるが，北端の一部は音威子府村および歌登町管内に属している。

天塩川沿岸の低地にそって，国鉄宗谷本線および 1 級国道 40 号線が南北に通じ，南

モン'Ifテイ オンネチイ

から紋穂内，思根内，豊清水などの市街地を経過しているの両部山地から流れる大き
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な河川ぞいには，車輔の通交が可能な道路が通じているが，東部山地側では，天塩川

低地から約 4..-...'6km ていど道路があるだけで，奥地はまったく未開で，交通はかなり

不便である。

II 地形

この図幅地域を大まかにみると，特徴的な地形によって，次の 3 地域にわけられ

る。

(1) 図幅東部の比較的なだらかな山頂が連続している地域で，おもに，第三紀末か

ら第四紀初頭に噴出した熔岩で占められている。

(2) 天塩川沿岸の低平な地域で，段丘・扇状地および沖積平地などが発達してい

る。

(3) 天塩川西岸の，白望紀および新第三紀の地層で占められ，解析が進んで起伏の

多い山地帯。

(1) は，函岳(標高 1 ， 129.8m) ，加須美岳 (915 m) ，熊野岳 (954 .4 m) など 800m

から 1 ， 000 m 台のゆるやかな山頂が連続していて，熔岩流地形が特徴となっている。

(2) は，段丘・扇状地・沖積地など平坦な地形面で特徴づけられるの

段丘は，標高 80m-'200m ，比高 20m--40m のやや傾斜した第 1 段丘面および

標高 50 m--70ill ，比高 10m 前後の平坦な第 2 段正面の二つがみとめられるのいずれ

も，厚さ数 m の段丘堆積物で構成される面である。第 1 段丘，第 2 段丘ともに，天塩

川沿岸では発達が不良であるが，クトンベツ川・ベベケナイ川およびパンケ川などの

下流部には，とくに第 1 段丘両がかなり広い面積で発達している。これは，古い扇状

地的な様相をしめしている。

扇状地は，オグルマナイ川・オテレコッベバ l ・パンケ川およびオキキン川などの下

流部で発達が良好である。そのうちでも，パンケ JII 下流のものは広大で，模式的な扇

状地形を呈し，末端は沖積地と漸移している。

(3) は，標高 300m 以下で，起状が多く，谷密度の高いことが特徴である凸ことに，

比較的かたく，侵蝕されにくい集塊岩の山峰が，連続していて，地形が構成地質に左

右されている乙とが，大きな特徴となっている。
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むJ

第 1 図 西ノ里西方山地から東部山地を望む

第 2 図 西ノ里西方から東部山地を望む(第 1 段丘・第 2 段丘面および沖積面がよくみえる)



*""

第 3 図 炭山川川口付近から西南方を望む天塩

川沖積地と西部山地の様相があきらかである

第 4 図 クトンベツ川，ベベケナイ )[1 下流の平坦面(第 I 段丘面)
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質地III

説概III.1

この図幅地域の地質構成は，模式柱状図にしめしたとおりであるの

構成岩層は大別すると，乙の地域の基盤岩層となっている白望紀層，新第三紀のい

ろいろな地層と火山岩類および第四紀の堆積物と火山岩類の三つである。

白望紀の地層は，隣接地域に露出する地層との関係や，産IU化石から，中部えぞ層

群および上部えぞ層群に属する地層で，摺曲や断層によって複雑な地質構造をしめし

ているの

新第三紀の岩層は，時代的には中新位の地層と鮮新世の岩層とからなっている。前
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者は，いわゆるグリンタフの一員と考えられる F部中新世のオフンタルマナイ層と，

*正規堆積物を主体とする上部中新世の美深層の二つである。また，変質のていど、から

中新 Ill:に噴出したと考えられるべンケ川熔宕がある。

後者は，美深層を不整合におおい，組粒堆漬物からなる川西層，かなり新鮮な岩質

をしめすべンケ熔岩，およびオフンタルマナイ層や美深層を貫ぬく岩脈類などであ

る。

凶幅の東部地域に広く分布する函岳熔岩は，第三紀末から第四紀初頭にかけて噴出

したしたものと考えられている。

第四紀の地層は，古い時代の天塩川やその支流などで形成された段丘堆積物，山地

周辺の傾斜地を構成する崖錐堆積物，現在の河川で運搬堆積した扇状地堆積物および

氾濫原をつくる沖積層などにわけられるO これらのうち，段丘堆積物は，二つの段丘

面を構成しており，洪積世のものである。また崖錐堆積物は，段丘面との関係から，

洪積世から沖積世にわたって，形成されたものと考えられる。扇状地堆積物および沖

積層は，現在の河川|と密接な関係があって，沖積地に堆積したものである。

III.2 白皇紀

図幅地域の白空紀の地層は，中古 gえぞ層群と上部えぞ層群の二つの地層群に区分す

ることとができ，北西部にだけ分布している。これらの地層群の主体は，隣接の共和，

奇威子府，天塩中川図幅地域にあって，さらに細分されているが，この凶幅では，細

分が困難なため 2 層群にまとめた。

III.2.1 中部えぞ層群

中部えぞ層群にまとめたのは， Iオ幅の北西偶の天塩川両岸に分布するもので，下部

は頁岩を主体とし砂岩を介在する地層であり，上部は砂岩を主体とする地層となって

いる。ともに南北性の走向と 40° 以上の西傾斜をしめしている。

下部の，頁岩にとみ灰白色凝灰岩の薄層を介在する部分は，古威子府凶幅地域に模

式的に発達し，全層厚は 500m 以上あって，佐久川層と呼ばれているのまた，上部の，

砂岩の多い砂岩・頁岩の互層部は，音威子府図幅では 350m 内外の厚さがあって，佐

久屑とされている地層の一部に相当する。

*立美深町の地質ミでは美深層群としてあつかったが，その後の調査で，恩根内層，

小車岳層，紋穂内層としたものは，部層の単位であることがあきらかになった。し

たがってこの図幅では美深層とした。
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III.2.2 上部えぞ層群

上部えぞ層群は，中部えぞ層群の分布地域の東側に発達する地層で，ほとんど頁岩

からなり，砂岩や凝灰岩の薄層をはさんでいるo また， しばしば泥灰質の団球をふく

み，その中に， Ammonite や lnocerami の破片を保存している。一般に N 200~70°

E, 400~800 SE および NW の走向・傾斜をしめい小さな摺曲のくりかえしがみと

められるの

図II!日内のこの地層群は，共和図幅地域に発達する地層との関係からみて，上部えぞ

層群上部の，オソウシナイ層の一部に相当するものと考えられるo

III.3 新第三紀

新第三紀に属する地層は，東部地域に分布の主体があるものと，西部地域にあるも

のとにわけられるの前者は，オフンタルマナイ層とした下部11，新世の地層で，いわゆ

る日高帯に接して分布するグリンタフ層準の一員である。また，後者は美深層とした

上部中新世および川西層とした鮮新 i吐の地層である。美深層および川西層は，ともに

正規堆積物が主体で，神屑~i車mと日高常にはさまれた摺!Hlmを堆積盆としている口

美深層は，峠 F ・稚内階の動物化石を産IU し，川高層はこれを不整合におおって発達

しているのなお，第三紀に噴出した火山岩煩は，ペンケ川熔岩，ベンケ熔岩および 3

種の岩IV長類があるが，そのうちベンケ川熔岩は，変質のていどから中新jU:のものと考

えられるの

III.3.1 中新世

(1) オフンタルマナイ層

この地層は，閃幅の北東端の徳士別川上流地域に，小規模に分布しているのここで

は， Hli があきらかでないが，模式的に発達する音威子府|寸 Ip日の本庫鉱山付近では，

日高累層昨をあきらかに不整合におおっている。上部は i封岳熔岩におおわれてい

る。

オフンタルマナイ層は，プロピライトおよび緑色凝灰岩で構成されているが，両者

を明確に区分するととは困難である。

プロピライトは，一般に淡緑色を呈し，黄鉄鉱粒を散点的にふくんでいる。顕微鏡

下では，斑状構造をしめし斑品および石基は，ともに炭酸塩鉱物・緑泥石・その他

の粘土鉱物および石英などに交代されているロ

緑色凝灰岩は，無層理の産状をしめし，一部に角礁をふくんでいる。一般に淡緑色
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であるが，白色の浮1-1'片をふくむ部分もみとめられるの

(2) ペンケ川熔岩

ベンケ川熔岩は，ペンケ川中流に函岳熔岩におおわれて，小規模に露出している。

一般に暗諒色~緑黒色をしめし便堅な普通輝石・紫蘇輝石安山宕である。一部に粘

土化・黄鉄鉱化および緑泥石化作用をうけている。顕微鏡下では，斑状構造をしめ

し出品はま↓長石・普通輝石および紫蘇輝石などからなっている。斜長石の一部は緑

泥石・曹長行におきかえられているの普通輝石・紫蘇輝石は柱状で，炭酸塩鉱物と緑泥

石にかわっているが，新鮮なものもみとめられる。石基は，流状構造をしめし，斜長

行・炭酸塩鉱物化や緑泥石化した輝石類・黄鉄鉱・粘土鉱物および二次石英などで構

成されている。

(3) 美深層

美深層は，おもに天塩川沿岸 Jl!!. 1戒に分布し，白星紀の地層を直接不整合におおって

発達しているの

泥岩・砂岩・傑岩および火 III 七十回物などで構成されているが，岩相の特徴にょう

て，さらに思根内泥岩部層・小卓桁集塊岩部層および紋穂;内砂岩部層に細分される o

k塩川の東岸地域では，下から思根内泥宕部層・小車岳集塊岩部層・紋穂内砂岩部屑

の層序をしめしているのしかし同岸地域では，恩根内泥岩部層に相当する部分がみ

られず，自主紀層を直接不整合におおって紋穂、内砂岩部層がのっている。しかも小車

岳集塊岩部層は，紋穂内砂岩部層中に指交して介在している。このような事実から，

紋穂内砂持部層の下半古/) (少なくとも小車需集 i鬼岩部層の下の部分)と思恨内泥岩部

層とは同時異桐明係にあり，小車岳集塊岩部)脅はその間に指否定して介在するものと考

えられるの

a 思根内泥岩部層

この部層は，天塩川東岸地域に分布している。模式的には，シマロップ川!・ヌッパ

オマナイ 111 ・炭山川などの上流地域に発達しているの図!隔地域では，下限は不明であ

るが，上位は紋穂、|付砂岩部層に連続している。一般に南北性の定向をもち， 20ー........50ー

傾斜して 1 背斜構造を形成しているの

この部層は，おもに泥岩およびシルト岩で構嘆されているが， しばしば砂岩・凝灰

岩の薄層を介在し，まれに喋岩の薄層をはさんでいる。また，数枚の石炭層を介在し

ている。かつて炭山川で稼行されたのは，この層準の炭層で・ある。なお，泥岩中から
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Tellinasp., T，ゆes sp., Myasp. および Yoldia sp. などの海棲貝化石の産自が報告さ

れている。

b 紋穂内砂岩部層

乙の部層の分布の主体は，天塩川西岸地域である。そのほか，東部地域にも一部が

発達している。

第 8 図 炭山川下流の紋穂内砂岩部層の露出

東部地域では，恩根内泥岩部層の上に整合的に発達しているが，西部地域では，白

望紀層を直接不整合におおっている。一般に，南北性の走向と， 20°___30° の傾斜をも

って，背斜や向斜をくりかえしている。さらに，南北性の走向断層とそれを切る断層

で，ブロック状に転移している。

砂岩および喋岩からなり，泥岩や凝灰岩をしばしば介在していて，互層のくりかえ

しがし、ちじるしい。また，石炭層をしばしば介在していること，小車岳集塊岩部層と

指交していること，海棲介化石をふくんでいること，および水平的に層泊変化がし、ち

じるしいことなどが特徴となっている。

報徳部落南方の小沢，および思根内北方の嬉野川ド流の 2 ヵ所に露出する紋穂内砂

岩部層から，次のような海棲介化石を産出している。

報徳、:炭質物入り細粒砂岩から

My/ilωsp. (大型)

Corbiculasp.

泥岩から

-11-



Mytilωsp.

Paphiasp.(s.s.)

Venerupssp.

Cod ・icula sp.

Protothacasp.

Cfr.Macomasp.

嬉野川下流の細粒砂岩から，

lVucu!anasp.

Yoldia'sp.

Os/reasp.

Pectensp.

Maco1n(lsp.

Pilarokadana(YOKOYAMA)

Myasp.

乙のような介化石は，峠下化石動物群と類似するもので，峠下・稚内陪をしめして

し、る c

第 9 図 報徳奥の紋穂内砂岩部層の露出，細粒砂

岩からなり貝化石をふくんでいる

c 小車岳集塊岩部層

乙の部層は，紋穂内砂岩部層の中に介在する火山噴出物を主体とする地層で，天塩

川の西岸地域に模式的に発達しているのおもに集塊岩・角操凝灰岩および火山円喋岩
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第 10 図 報待;奥の紋穂内砂岩部層と小車岳

集塊岩部周(右上部)の露出

からなっている凸一般に，西部ほど安山岩塊や安山岩角礁を多量にふくむ厚い集塊岩

相をしめしているが，天塩川東岸地域では凝灰角傑岩や火山円喋岩相となり， }手さも

薄くなり介在数も i成少する傾向がみとめられる。また，南北方向にも岩間や厚さの変

化がみとめられる。一般に，北部ほど薄く細粒となっていて，北部の豊清水地域で

は，痕跡ていどしかみとめられなくなっているの

集塊岩や角喋凝灰岩などの瞭は，いろいろな色調をしめしているが，ほとんどが角

閃石普通輝石安山岩である。集塊岩の基質は，大部分が凝灰岩質物からなっている。

III.3.2 鮮新世

(1) 川西層

川西層は，天塩川の両岸にわずかに分布する地層で，ウルベシ川北岸地域，オキキ

ン川下流地域，および紋穂内東側の台地などに，模式的に発達しているの

天塩川の西岸地域では，紋穂内砂岩部届の上部に発達する泥岩層を，東岸地域では，

紋穂、内砂岩部屑の中部にあたる小車岳集塊岩部層が介在する部分の直とを，それぞれ

切って発達している。つまり， )11 困層と美深層の関係は，あきらかな斜交不整合であ

ることをしめしている。

川西層は，砂岩・喋岩および泥宕からなり，厚い灰白色の粗しような凝灰岩を介

在している口また， しばしば褐炭の薄層をはさんでいる。この地層は，全般的に粗粒

な堆積物が卓越しているが，操岩だけについてみると，一般に天塩川東岸地域で厚
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く. ~襲量が多く，また喋粒が大きくなっているo

(2) ペンケ熔岩

この熔岩は，ニウプ川流域，ベンケ部落やオキキン川流域などに分布し，ニウプJ[[

河岸の崖に模式的に発達している。ベンケ川熔岩をおおい，函岳熔岩おおわれている

が. ]I I西層との関係は，あきらかでなし、。しかし地形的には，川西層をおおってい

るようである。ベンケ熔岩の岩石は，堅硬ち密で，暗灰色ないし鞠色を呈する普通輝

石・紫蘇輝石安山岩熔岩と同質の集塊岩からなっている。集塊岩は下部に発達し上

部の熔岩は 3，......， 5cm の厚さをもった板状節理の発達がいちじるしい。

顕微鏡下では，斑状構造をしめし，斑品は白形の斜長石，円形または半白形の普通

蘇石と紫蘇輝石とからなっているの斜長石の一部は，褐鉄鉱に汚染されているが，そ

のほかは新鮮であるの石基は，ガラス基流品質で， I官褐色ガラスにとみ，斜長石およ

び少量の単科輝石と斜方輝石が散在している o

(3) 岩脈類

岩脈煩としてまとめたのは. (1) 図|隔の東北端に分布するオフンタルマナイ層を貫ぬ

く石英粗面岩岩脈， (2) 西部地域の美深層紋穂、内砂岩部層を貫ぬく石英安山岩脈，およ

び(3) 美深層の思根内泥岩部屑や紋賠内砂岩部層に遊入している普通輝石・紫蘇輝石安

山岩岩脈，の三つである。

a 石英粗面岩岩脈

徳士別川上流のオフンタルマナイ層中に， N15E の方向をもって泣-入し，函岳熔岩

におおわれている。

この岩石は，淡緑色でち密堅硬な石英粗面岩である。顕微鏡下では，斑品は半白形

の石英と， 1.......2mm 大の白形の斜長石からなり，比較的新鮮である白石基は，流理構

造がみとめられ，緑泥石・ 2 次石英・黄鉄鉱・炭酸塩鉱物などに交代されているo

b 石英安山岩

思根内東方の摺鉢山を構成するもので，シマロップJ[[・ヌッパオマナイ川および炭

山HIなどに露出している。いずれの地点でも淡褐灰色の粗しような石英安山岩で，斜

長石・石英などの斑品の目立つ岩石である。

c 普通輝石・紫蘇輝石安山岩

シマロップ川左支流・ヌツパオマナイ沢などの上流で，思根内泥岩部層を，また炭

山JII下流で紋穂内砂岩部層を，それぞれ貫ぬいている。いずれも，南北性方向の延長
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をもった小岩体である。岩石は，暗青灰色のち密堅硬な普通輝石・紫蘇輝石安山岩

で，斜長石の斑晶が目立つものである。

111.4 第三紀~第四紀

III.4.1 菌岳熔岩

函岳熔岩は，図幅の東半部地域を広くおおって発達し，第三紀末から第四紀初頭に

かけて噴出したものと考えられている。

岩キ目的には，集塊岩と熔岩とからなっているが，いずれも，普通輝石・紫蘇輝石安

山岩質の岩石で，ほぽ同一噴出源から噴出したものと考えられる。

集塊岩は，大半が安山岩角礁を多量にふくみ，基質が熔岩でかためられたものであ

るが，局部的に白色の浮石質凝灰岩や凝灰角喋岩がみとめられる。

熔岩は，局部的に岩質や岩相の変化があって，暗灰色の部分や鞠色の部分，またち

密なものや多孔質のものなどがみとめられる。産状も，塊状の部分や節理の発達する

部分などがある。しかし，一般に斜長石の斑品が目立ち，多孔質粗しようで，塊状の

産状をしめす岩石が大部分を占めている。

函岳熔岩は，聞にはさむ集塊岩相で区分すると，観察できた範囲で少なくとも 3 枚

の熔岩流にわけることができる。

顕微鏡下では，斑晶は斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および少量のかんらん石からな

り，いずれも新鮮である。石基は，褐色ガラス中に斜長石・単斜輝石・斜方輝石が散

在している。

111.5 第四紀

図幅地域で第四紀に属する地層は，段丘堆積物・崖錐堆積物・扇状地堆積物および

沖積層である。これらは，いずれも河川の営力に関係するもので，現在の河川流域や

山麓に発達しているロ

III.5.1 洪積世

(1) 段丘堆積物

凶幅地域の段丘面は，前にのべたように，あきらかに二つの面が区分されるが，こ

れらを構成するのが段丘堆積物である。

a 第 1 段丘堆積物

標高 l00m，.......，200m 前後，現河床からの比高 20m，.......，40m の段丘面をつくる堆積物

である。おもに砂・礁・粘土で構成されているが，表層にローム状の褐色粘土質土壌
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層が発達していることがある。堆積物の厚さや堆積状態は，地域によって，いちじる

しいちがし、がある。ことに，クトンベツ川・ベベケナイ川下流部に発達するものや，

パンケ川下流部に発達するものなどは，堆積物が厚く，瞭粒が大きく瞭量が多い口

b 第 2 段丘堆積物

現川床から 5，.....，10m の比高をもっ段丘面を構成する堆積物で，砂・礁からなってい

る。現在の河川にそって兎達しており，段丘面上は農耕地となっているσ

nn.5.2 沖積世

(1) 崖錐堆積物

山地をつくる急傾斜地の末端には，段丘面よりやや急な斜面が発達しているが，こ

れを構成しているのが，崖錐堆積物である。多くの場合，背後地を構成する火山岩な

どの崩壊物や崩落物であって，岩塊や角礁が多く，それらの間を，粘土や砂でうずめ

ているの一般に堆積の状態も雑然、としていて，整層しているととは少ない。

崖錐堆積物の形成時期は，沖積世ばかりでなく，洪積世にも，一部はすでに堆積し

ていたと考えられるの

(2) 扇状地堆積物

パンケ川・オキキン川などの下流部の扇状地を構成する堆積物で，上流地域の構成

岩を破壊運搬堆積したものである。一部では，第 2 段丘堆積物や沖積層に移過してい

る。一般に肥沃な土壌地帯を形成している。

(3) 沖積層

天塩川およびその支流流域の，氾 i監原および低平地を構成する堆積物で，現河床喋

や砂，粘土および泥炭などからなっているの

IV 応用地質

凶幅地域の地下資源は，美深層および川西層にふくまれる石炭がおもなものであ

る。このほか未利用資源として ， 1i 材および耐火粘土がある。

IV.l 石炭

VI.1.1 沼革

図幅地域は，中川炭田と呼ばれ，明治・大正年聞から石炭の埋蔵が知られ，現在ま

で数次にわたって数カ所で採掘されたことがある o ことに，大正 7 年から 9 年にかけ
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第 11 図 炭砿位置および炭徴地
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ては，及川炭山・紋穂内炭山などが開発され，後者では 2 ， 000 トンの出炭が記録されて

いる。その後大正末期から昭和 25 年頃までは，経営者の変遷はあったが，豊清水・オ

ク。ルマナイ・紋穂内および恩根内などの地域で稼行され，小規模な採炭がおこなわれ

ている。現在では，稼行炭砿はまったくなく，施設も荒廃していて，炭層状態の詳細

を知ることは，困難な状態となっている。第 11 図は，現在までに稼行された炭砿の位

置と，炭徴地である。

IV.l.2 炭層

この地域の炭層は，美深層と川西層に介在している o その様子は，第 7 凶にしめし

たとおりである。炭層の大部分は，薄層であまり連続しないものであるが，思根内泥

岩部層の上部および紋穂内砂岩部層の下部には，かつて稼行したやや厚い炭層が発達

してし、る。

思根内泥岩部層中の炭層

図幅調査時には，炭山 JII 中流から上流にかけて 5 層，嬉野川に 3 層，ヌッパオマナ

イ川上流に 2 層，シマロップ川二股付近および左支流にそれぞれ 1 層，ルヌナイ川左

沢に 3 層みとめられた。おのおのの主要炭層柱状は，第 12 凶にしめしたとおりであ

るのこれらのうち，かつて稼行された炭層は 1，.....， 2 層だけのようである。つまり，大正

7 年に開発された炭山川の紋穂内炭砿では，鈴木達夫によると，第 13 図のような炭層

柱状をしめし， 3 枚の炭層のうち，第 1 層および第 3 層が稼行対象になったとし寸。

第 1 層は，光沢が少なく，板状に剥離して，細片や粉炭になりやすい炭層で，第 1 坑

で採掘し，第 2 層は薄層のため稼行しなかったとし、う。また，第 3 層は塊状で涯青光

沢があって，第 1 層のものより良質で，第 2 坑で採炭したという。紋穂内炭砿では，

おもに，この第 2 坑から出炭したようである。なお，昭和年間になってからも，炭山

川では，栄坑で 4 尺層と呼ばれる炭層の採掘がおこなわれたらしし、。資料によると，

山丈 136cm ，炭丈 116cm と報告されている o 乙の 4尺層は，炭山川でえられた第 12

図の柱状のうち，下部の縞炭の部分に相当するものと考えられ，嬉野川まで追跡する

ことが可能である。

紋穂内砂岩部層中の炭層

一般に，薄層で連続性が少ないが，炭丈 50cm 以上の炭層は，豊清水・オグルマナ

イおよび酉里北西部などの地域にみとめられる。
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豊清水地区では，大正 8年-9 年に及川炭鉱によって開発・採掘し，その後昭和に

なってから東洋水銀鉱業中川炭鉱で稼行しているの当時の資討によると，豊清水地区

の炭層は上層および本層の 2 層が， NS ・ 30° ，.....，50° の走向・傾斜をもって，北部の大和

川まで追跡されている。上層は，薄層で炭質粗悪なため稼行されていなし、。本層は，

石炭と含煤の薄互層であるが，下部にややまとまった炭質部がみとめられている。

オグルマナイ地区では，昭和 25，.....，26 年頃まで，思根内炭鉱によって，橋本ノ沢付近

の炭層が採掘されたらしいが，その径緯はあきらかで、ない。調査当時は比較的新しい

六つの坑口がみとめられ，延層水平坑道で採掘したようである。資料店よると， 1番

層・ 2 番層・ 3 番層の三層の炭層があって，炭厚の総計は， 250.......360cm といわれてい
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第 17 図
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る。 1 番層は， ~U丈 387 em，炭丈 154em で，中部に泥岩や含煤を介在しているが，

上部および下部は良質で 2 枚炭となっている。 2 番層は，山丈 122 em，炭丈 60emで，

と下に含煤が多い。 3 番層は， III丈は 255em であるが，炭質部のまとまっているの

は，上部の 65em だけとされている。一般にオグルマナイ地区では，豊清水地区より

炭丈も厚く，炭質も良好となっている。

西里北西地区では，昭和 19 年.-20 年頃，高野四旦炭鉱によって， 8 線沢で採掘した

らしいが，出炭量はあきらかでない。斎藤仁の調査資料によると， 8 線沢をはさんで

両岸に N200W の走向をしめし，厚さ 60.-100em の直立した炭層がみとめられてい

る。その柱状図は，第四国のとおりである。高野西里炭鉱では，この炭層を，樋おし延

層坑道で南北に掘進したようである。炭層は，露頭では 1m の厚さをもっている。し

かし，南北両坑道内では，第 19 図のように， 65.-70em まで薄化する部分があって，

かなり膨縮があるようである。

以上の地域のほかにも，オテレコッベ川流域や西里西部地域では，紋穂内砂岩部層

中に，ひんぱんに炭層を介在しているが，いずれも 50em 以下の薄層で稼行の対象と

はならない。

川西層中の炭層

この図幅内では，西里西南の天塩川河岸にみとめられるだけである σ ここでは， 2

枚の炭層がみとめられるが，いずれも 50em 以下の薄層で，稼行の対象にならない。

IV.I.3 炭質

第 1 表 中川炭田産石炭工業分析表(灰分補正率: 1.11)

l 工業分析成分間 |尭熱量|吋正
試 料 「ι〆d レれ 分 灰 分 揮発分 炭困定素 keal/kg発kea 同量

豊清水緑坑の沢 17.381 14.311 33.971 34. 4 , 6 , 712

豊清水炭山の沢 17.701 11.911 36.561 33. 4 , 7 ,001

豊清水緑坑の沢(上層) I19.01( 12.761 34.611 33. 4 , 6 ,984

オグ/レマナイ橋本の沢左 2号1番 20.001 17.311 34.501 28. 4 , 5 ,850

オグルマナイ橋本の沢左2号3番 20.151 7.111 40.98: 31. 4,

オグノレマナイ橋本の沢左2号2番 19.401 8.661 39.081 32. 6 ,853

炭山川栄坑 19.32: 13.051 42.121 25. 6 ,864

6 ,529

(札幌通産局滝川分析所分析〉
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美深層中の石炭には，一部に亜樫青炭いどの炭化の進んだものもある。しかし，大

部分は日本工業規格(JISM 1002) の分類による褐炭 (F1"-F2) にあたり，発熱量は

天北炭より劣っていることが報告されている。また，川丙層中のものは， F2 級の亜炭

であるのそれぞれの炭層の石炭分折結果は，第 1 表のように報告されているロ

IV.2 石材

図幅地域の東半部には，火山岩が広大に分布していて，石材資源としては無尽蔵で

あるのとくに，図幅東南端のニウプ川の沿岸と，パンケJfl三股付近には，安山岩の良

好な露出がある。

ニウプ川沿岸地域では，ベンケ熔岩とした板状節理の発達した，安山岩が分布して

いるのこの安山岩は，節理の状態から，いわゆる鉄平石として採石できる。さらに，

道路および鉄道路床の敷石や土木建築用骨材として充分利用できる。すでに，昭和 39

年に開通した国鉄美幸線の，路床敷石や敷設工事の骨材として利用されている口

パンケ川三股付近には，函岳熔岩とした陪灰色の安山岩が，河岸によく露出してい

るの板状節理が発達していて，骨材用としてすぐれたものである。

IV.3 耐火粘土

紋穂、内西方の西里地域に，耐火粘土の産出が報告されている。とくに，かつて石炭

を採掘した高野西早炭鉱では，優秀な耐火粘土を産出したといわれている巴これは，

前にのベた紋穂、内砂岩部層中の石炭の下盤に発達するものである。図幅調査当時は，

すで-に石炭採掘坑道や石炭露頭が荒廃していて，粘土層の賦存状態を，明確に知る ζ

とは困難であったのしかし両里の西方地域で、は， 10em--100em の炭層の下盤に

は， しばしば灰白色~淡黄褐色を呈する粘土薄層がみとめられたりこれらは，いずれ

も凝灰質のもので，凝灰岩・砂質凝灰岩・凝灰質、ンルト岩などが粘士化したものと考

えられる。

斎藤仁の調査資科によると，西里西北方の 6 線沢および 8 線れなどで， SK30 番以

上の耐火度の高い粘土層が， 3--4 層みとめられている。そのうち，品質がもっともよ

く，厚さもほぼ一定しているのは，まえにのべた高野西里炭鉱の，南・北 2 坑道内の

炭層下盤粘土層とされている。坑道内の粘土層の厚さは，約 1m あり， I耐火度は SK

32--34 番であって，南北丙坑道の水準以上の埋蔵量は，約 60 ， 000 トンていどと推定さ

れている。品質は，第 3 表D分折表にしめしてあるように，鉄分をふくんでいるのし

き

たがって，焼成品は，黄褐色を呈するが，焼締りはひじように良好で，耐火煉瓦や画
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鉢などの原料に適するものとされているの

至容綬肉

\~一一 国
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芝
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号 II !
⑧耐丈粘土産地

r 「

第 20 図 耐火粘土産地位置図
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第 2 表 高野西里炭砿南・北両坑採取粘土耐火度測定表(斎藤仁による)

号|耐火度 I f*~~m (m)I 特 徴(第19図参照) ISK 番号 1 温度 CO 採取場所 (m)

8 32 1,710 南坑坑口より 4灰白色ち密ろう光沢

9 33 1,730 南坑坑口より 14 黄灰色ややち密

10 33 1 ,730 南坑坑口より 24 黄灰色ち密ろう光沢

11 1,730 北坑坑口 黄灰色ち密ろう光沢

12 1 ,750 北坑坑口より 7黄灰色ややち密

13 33 1,730 北坑坑口より 17 黄灰色やや粗粒

14 33 1,730 北坑坑口より 27 淡灰色やや粗粒

15 32 1 ,710 北坑坑口より伺黄灰色ややち密

(言SJELl sぬ l Alz03 IFeZ03Iω IMgO IIg.LossI 耐火度 l

2 I50.64l 吋4.351 0.820.121 川刈
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50,000)

ONNENAI

(Asahikawa-27)

By

HiroshiOsanaiandYukioShδya

Resume

TheareaoftheOnnenaisheet, situatingabout80km.tothe

northof Asahikawa city, coversfromlatitude44ー30'to44ー40'

N, andfromlongitude142ー15'to142ー30'E.

Topographicallytheareaisdividedintothefollowingthree

parts;(1)theeasternpartofmountainlandwithgentlerelief

androundtoppedsummits, extensivelycoveredwith lavas, about

800--900m abovesealevel;(2)thelowlandofflatterracesand

alluvialplainalongtheriverTeshio;(3)thewesternpartexhibｭ

itingmountainsofpronouncedrelief,consistingoftheCretaceous

andTertiarysedimentaryrocks, lessthan300m inaltitude.

Geology

Theareaofthissheetmap, geologicallyspeaking, occupiesan

areainthefoldedbeltbetweentheHidakaandtheKamuikotan

zones, whichconstitutethebackboneofHokkaidδ. Variousformaｭ

tionsandvolcanicrocksoftheCretaceousandTertiary Periods

aswellastheQuaternarydepositsarethemainconstituentsof

thisarea. Thesegeologicformationsareshowninthefollowing
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Alluvium
Fandeposits

2nd.TerracedepositsQuaternary

DiIuvium
1st.Terracedeposits

Hakodakelava

Penkelava
Pliocene

Kawanishiformation

的

》
-

u。

』

。4

h

Q

Ogurumadake

agglomerate

member

Monponaiロ

。

右

盟

国

』

￡

g

-ロ

百

回

Miocene
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~八八ワ
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UpperYezogroupHetonaian

Giliakian
Cretaceous

MiddleYezogroup

table.

TheCretaceousSystem

TheformationsbelongingtotheCretaceousSysteminthisarea

aredistributedinalimitedareaatthenorthwesternpartofthe

quadrangle. TheyaredivisibleintotheMiddleandtheUpper

Yezogroups, andarecomposedofshaleandsandstone. TheUpper

Yezogrouphasfrequentlythinlayersoftu 伍te ， andischaracteｭ

rizedbynodulescontainingfragmentsofammonitesandinocerami.

Whencomparedwiththeformationsofthesegroupsdevelopedin
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thestandardareas(theOtoineppudistrictandtheSakudistrict) ,

theMiddleYezogroupofthepresentareaiscorrelatedto th~

SakugawaandtheSakuformationsofthestandard areas, while

theUpperYezogroupisconsid'eredtobecorrelatedtoapartof

theOsoushinaiformation.

TheNeogeneSystem

TheformationsbelongingtotheNeogeneSystemareclassified

intotwogroups, theonebeingdevelopedmainlyintheeastern

partandtheotherinthewesternpart. Theformationsofthe

formergroupbelongtotheso-called “ green tuff"member, and

weredepositedintheearlyMioceneEpoch.Theformationsofthe

lattergrouparerepresentedmainlybynormalsedimentsdeposited

inadi旺erent basinfromthatoftheformergroup. Theyarethe

depositsofthelate 乱!J iocene andPlioceneEpochs. Intheeastern

partofthemapareatherearealsothevolcanicrockseruptedin

theMioceneandPlioceneEpochs.

AmongtheformationsandvolcanicsoftheNeogeneageintro'

ducedabove, thosebelongingtotheMioceneSeriesare;(1)the

Ofuntarumanaiformationcomposedofpropyliteandgreen tu 旺，

developedpoorlyinthenortheasternpart;(2)thePenkegawalavas

composedofalteredaugitehypersthene andesite, developedina

limitedareaonthemiddlecourseoftheriverPenke;(3)thecoal

bearingBifukaformationdirectlycoveringtheCretaceousformaｭ

tionswithunconformablerelation, lithologicallydivisibleintothree

members(theOnnenaimudstonemember, theMonponaisandstone

memberandtheOgurumadakeagglomeratemember).

ThosebelongingtothePlioceneSeriesare;(1)theKawanishi

formationconsistingof sandstonesandconglomerateswithinterｭ

calationsoftu 伍te andlignite,developedalongtheriverTeshio,lying
unconformablyontheBifukaformation;(2)thePenkelavasconｭ

sistingofaugitehyperstheneandesitewithplaty joints, lyingon

thePenkegawalavasaswellasontheBifukaformationinthe
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southeastern.partofthequadrangle;(3)thedykesconsitingof

threerocktypessuchasliparite, daciteandpyroxeneandsite, inｭ

trudedintotheNeogeneformationsandcoveredbytheHakodake

lavas.

TheHakodake_lavasfoundextensivelyintheeasternpartof

themapareaarecomposedoflavasandagglomeratesofaugite

hyperstheneandesite. Theyareveryfreshinlithologicalappearaｭ

nce, andareconsideredtobeeruptedduringanagerangingfrom

theendoftheTertiarytotheQuaternaryPeriods.

TheQuaternarySystem

TheQuaternaryformationsofthisareaareclassifiedintothe

terracedepositsformingtwostepsofterracesurfaces, thetalus

deposits, thefandepositsandthealluvialdeposits. Allofthem

arefounddevelopedalongtherecentrivercourses.

EconomicGeology

Amongtheundergroundresourcesofthisareaimportantis

thecoalintheBifukaandtheKawanishiformations. Otherresｭ

ourcesaretheandesiteutilizedasbuildingstones, andthefireclay

withhighrefractorinessoccurringasfootwallsofcoalseams.

Coal: Morethantensheetsofcoalseamsareintercalated

intheBifukaformation, butmostofthemarelessthan50cmin

thickness, andareapttothinoutinshortdistances. Twoorthree

beds,about100--150cmthick, wereonceexploited.Mostofthecoal

belongtobrowncoal, thecalori 自c valuebeing4,400--5 ,000 K cal.

Buildingstone: Rocksof the Penke lavas and of the

Hakodakelavasareavailableasaggregatematerialforconstrucｭ

tionandbuilding, aspavementstonesandalsoasornamentalstones.

Fireclay: Fireclayisdevelopedbelowthecoalseamsin

theBifukaformation. Someoftheclaysshowrefractorinessof

SK32--34.
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